
指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート概要（令和５年度事業分）

出資
法人

○ ～ 5年

○ ～ 5年

○ ～ 4年

○ ～ 4年

指定管理者名 指定期間
委託料総額
（単位：円）

施 設 名 山梨県立男女共同参画推進センター（総合）

所 管 課 多様性社会・人材活躍推進局　男女共同参画・外国人活躍推進課

指定管理者 公益財団法人やまなし文化学習協会

１　指定管理者の推移

導入年度 平成２１年度

公益財団法人やまなし文化学習協会
H24.3.31までは財団法人

H21.4.1 H26.3.31 642,859,000

公益財団法人やまなし文化学習協会 H26.4.1 H31.3.31 661,033,000

設 置 根 拠
（ 法 律 、 条 例 等 ）

山梨県立男女共同参画推進センター設置及び管理条例

公益財団法人やまなし文化学習協会 H31.4.1 R5.3.31 508,680,665

公益財団法人やまなし文化学習協会 R5.4.1 R9.3.31 381,989,000

２　施設の概要

所 在 地 甲府市朝気1-2-2

設 置 年 月 日 昭和59年1月20日

設 置 目 的
　県民に男女共同参画に関する学習の機会と交流の場を提供し、もって
男女共同参画の推進に資することを目的とする。

主 な 業 務 の 内 容
（1）利用の承認に関する業務
（2）施設及び設備器具の維持保全委関する業務
（3）男女共同参画に関する学習機会と交流の場の提供に関する業務

主 な 施 設 内 容
（ 定 員 等 ）

〇敷地面積　4,296.88㎡
〇建築面積　1,766.31㎡
〇延床面積　4,020.25㎡（うち、山梨県立国際交流・多文化共生センター
専有面積196㎡）
〇建物の構造　鉄筋一部鉄骨鉄筋コンクリート造り、地上4階、地下1階建
て
〇施設の内容
・1階　団体連絡室、託児室、展示室、情報資料室、交流室、相談室、保健
室、事務室
・2階　大研修室(定員：100人）、中研修室(定員：64人）、小研修室（1）(定
員：32人）、小研修室（2）(定員：16人）、会議室(定員：20人)、工芸・美術室
（定員：24人）、調理実習室（定員：34人）
・3階　茶華道室（1）(定員：21人）、茶華道室（2）（定員：21人）、視聴覚・音
楽室(定員：32人）、レクリエーション室（定員:50人）

備　　　　　考
（改築工事等の状況、
一括管理施設　等）

施設の長寿命化改修工事を終え、R5年4月1日リニューアルオープン
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート概要（令和５年度事業分）

３　指定管理業務に係る収支状況
（単位：円）

５　運営目標の達成状況（令和5年度）

６　施設所管課による総合的な評価及び指導事項（令和5年度）

７　施設所管課の指導事項に対する指定管理者の対応状況（令和5年度）

　　　　　年度
項目

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 備考

555,180

支出合計 85,096,712 85,098,273 83,106,447 63,487,218 63,124,684

収入合計 86,964,881 86,430,977 85,369,160 64,758,705 63,679,864

10,925人 45,105人

４　利用状況、利用者満足度の状況

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 備考

収支差額 1,868,169 1,332,704 2,262,713 1,271,487

　令和5年4月に長寿命化及び国際交流・多文化共生センターとの複合化による改修工事が完了しリニュー
アルオープンした。リニューアルオープンにあたっては、利用者に混乱が生じないよう個別通知やホーム
ページ、SNSによるきめ細かい広報を行った。
　今年度から新たな指定管理期間となり、これまでどおり利用者への使いやすい設備、質の高いサービス
の提供、男女共同参画の一層の推進を図る事業実施に取り組んだが、利用実績は目標値（60,297人）に
対し▲25％減となった。工事による休館中に他の施設に流れた利用者が戻りきっていないこと、国際交流・
多文化共生センターの利用者への広報が不足していたことが理由として挙げられる。
　一方で、事業参加者は拠点となるぴゅあ総合で実施できるようになったことや、積極的なオンライン講座
の実施、市町村男女共同参画推進委員会や県主催事業との連携などの工夫した取り組みにより前年度比
65％増となった。

　大規模改修を終え、令和5年4月より、国際交流・多文化共生センターと併せてリニューアルオープンをし
た。オープンに当たっては各種SNSやホームページを活用し、周知広報を行っていたが利用者は減少。引
き続き、周知広報を行う事を要請した。
　また、令和5年度よりぴゅあ総合に県の職員が常駐する事となったことから、事業実施に当たっては、県及
びセンターの事業効果が最大限になるよう連携して行うとともに、オンラインなどを活用することで、最終的
な利用者数は、令和3年度利用者数比で30%増加した。（令和4年度は改修工事により利用可能施設の規
模が小さくなったため、改修前の令和3年度を比較対象とした）。
　なお、実施する事業内容については、講座等実施後のアンケート等により利用者のニーズを把握し、その
ニーズを反映した事業を実施することを要請した。

　ぴゅあ総合では継続して、SNSやホームページ、関係団体への通知等で周知を行った。
　実施事業については、アンケート等による事業参加者や利用者のニーズを踏まえ、事業の検討、実施を
行った。

施設利用者と事業参
加者の合計

利 用 者
満 足 度

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

「満足」又は「どちらかと
いえば満足」の合計
　◎：80%以上
　○：60%以上80%未満
　△：60%未満

利 用 実 績 84,615人 29,690人 34,724人
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和５年度事業分）

山梨県立男女共同参画推進センター（総合）

多様性社会・人材活躍推進局　男女共同参画・外国人活躍推進課

公益財団法人やまなし文化学習協会

１　利用状況 （単位：人、％）

２　類似施設・近隣施設

３　補修工事等の状況（令和5年度） （単位：円）

管

管

管

４　自動販売機設置状況等（令和5年度） （単位：円）

売上額の25％

施 設 名

所 管 課

指定管理者

令和元年度

35,182

事業参加者数 17,430 5,334 4,915 6,004 9,923

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

入場者数 67,185 24,356 29,809 4,921

利 用 者 数 合 計 84,615 29,690 34,724 10,925 45,105

利
用
率

稼働率等（利用率） 22.1% 22.9% 26.6% 28.4%

実績／目標割合 87.5% 30.6% 35.8% 11.2% 74.8%

利
用
者
数

25.2%

稼働率等（利用率）
の 算 定 方 法

年間の午前・午後・夜間の貸館日数／｛3（午前・午後・夜間）×開館
日数｝

目 標 値 96,700 96,900 97,100 97,300 60,297

名 称 ・ 施 設
内 容 等

（1）甲府市総合市民会館
（2）山梨県生涯学習推進センター

太陽光発電設備機器再設定 56,100

目標値の設定方法 指定管理者指定申請書に基づく

修繕等の負担区分（基本協定書）： １件20万円未満の修繕等は指定管理者が実施
＊ただし、上記にかかわらず、県の承認により、指定管理者が修繕等を実施することができる。

台数 選定方法 収入割合 収入額 仕入（支出）額

男子トイレ手洗い場の詰まり修繕 7,986

女子トイレ手洗い場の詰まり修繕 7,755

1 随意契約 132,134
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和５年度事業分）

５　指定管理業務に係る収支状況 （単位：円）

A 収入額計

広告料
備品購入費
保険料
公租公課費
通信運搬費

雑費
外部委託費

＊指定管理者委託料÷利用者数（単位：円）

（参考）自主事業に係る収支状況

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

収
　
入

86,964,881 86,430,977 85,369,160 64,758,705 63,679,864
施設利用料 5,536,720 3,255,080 4,204,510

追加委託料(感染症) 695,455 135,725

911,620 4,658,558
指定管理委託料 81,018,913 82,303,857 80,846,093 61,601,805 58,198,366

自動販売機収入 260,981 104,035 109,736 21,904 132,172
事業負担金 2,205,000

その他収入 148,267 72,550 73,096 18,376 690,768

支
　
出

Ｂ 支出額計 85,096,712 85,098,273 83,106,447 63,487,218

修繕費 582,020 1,368,480 452,430 152,339

556,381 381,589 124,074

1,085,957 1,055,514 1,208,915 1,332,288

1,861,345 1,211,705 1,509,000 929,699

106,800

71,841
光熱水費 8,018,858 5,625,068 5,633,792 1,237,357 3,427,283

63,124,684
人件費 53,301,840 51,843,166 50,058,321 44,231,917 38,754,467

65,670

4,852,453 5,445,230 5,627,961 3,978,071 3,718,300
118,390 88,830 85,520 77,940 134,170

995,716
445,686 1,244,160 516,734 1,719,439 99,891
30,000 66,700 58,370 2,378,620 35,000

26,400 24,400 5,000 0

965,000

150,572
食糧費 21,378 5,944 18,576 2,000 28,261

164,500 188,500 56,500 19,810
旅費交通費 372,835 211,529 309,341 228,710

9,177,706 9,937,796 10,096,600 3,480,370 9,942,616
清掃業務 4,223,096 5,053,070 5,169,230 1,080,640

保守点検業務 2,577,490 1,737,670 1,820,425 1,229,415 2,063,901

5,507,418
設備管理業務 2,020,560 2,790,370 2,932,595 1,170,315 2,275,465

事業講座委託等 356,560 356,686 174,350 95,832

県への納付金
外部委託比率 10.8% 11.7% 12.1% 5.5% 15.8%

一人当たり指定管理者委託料＊ 957.5 2,772.1 2,328.2 5,638.6 1,290.3

収 支 差 額 （ Ａ - Ｂ ） 1,868,169 1,332,704 2,262,713 1,271,487 555,180

C 収入額計 152,000

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

収 支 差 額 （ C - D ） △ 42,853 0 0 △ 185,368 0
D 支出額計 194,853 185,368

負担金支出
報償費
賃金

消耗品費
賃借料
印刷製本費
燃料費

539,512
2,049,588

966,950
53,344

1,178,861
2,351,532
1,112,142

73,552

2,305,517 2,283,751
632,460

935,138
1,083,829

1,878,267
1,235,336

825,516

2,581,225
2,021,685
1,101,259
1,364,229

支払手数料
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和５年度事業分）

1

2

3

4

5

親子で学ぼう！お肉が食卓に届くまで 一般県民 ぴゅあ総合

親子で学ぼう！県産食肉を使った料理教室（なかよしチャレンジ） 親子 ぴゅあ総合

６　自主事業の実施状況

事業名 対象者 実施場所

映画「ココ・シャネル 時代と闘った女」上映会 一般県民 ぴゅあ総合

親子で学ぼう！県産食肉を使った料理教室（カジダンチャレンジ） 父親と子ども ぴゅあ総合

トンボ玉づくり 母親と子ども ぴゅあ総合
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和５年度事業分）

７　利用者満足度

実施方法等
実施時期：令和5年4月～令和6年3月
実施方法：施設利用者及び事業参加者へのアンケート
回答数：772人(利用者アンケート：454人、事業アンケート：318人）

満足
どちらかといえば

満足
どちらかといえば

不満
不満

施設設備の充実度 81.9% 17.4% 0.7%

施設・設備の整備状態 85.7% 13.4% 0.9%

サービスの内容 87.0% 12.3% 0.4% 0.2%

事業 78.6% 18.6% 2.8%

施設全般の満足度 79.1% 19.6% 1.1% 0.2%

利用者の
主な意見

【施設設備】
・もう少し駐車場があれば
・駐車場の看板を大きくわかりやすく設置してほしい。
・リニューアルオープンして一層使いやすくなりました。
・マイクやプロジェクターが無料で借りられるのはありがたい。
・予約のオンライン化
・昼食ができる飲食店が欲しい。

【企画事業】
・わかりやすくて共感できる話でした。男性の参加者の方も普通にいて良いと思い
ました。（男女共同参画基礎講座「はじめてのフェミニズム」）
・シャネルの生涯、ファッションを男女共同参画の視点から学ぶことができました。
（男女共同参画推進月間記念講演会「ココ・シャネルとその時代」）
・なかなか一般的な講演会できけない内容をテーマとして企画していただけることを
有難く思います。今後も機会をいただき参加したいと思います。はっきりいって、今
まで男女共同参画センターは何をしているのか、どのような活動をしているのか知り
ませんでした。（DV問題を考える講演・報告・ディスカッション）

利用者の意見
への対応

【施設設備】
・駐車場については、わかりやすい案内図を受付で配布し、利用料金支払時等に
渡しているほか、駐車場現地にも他の契約者に迷惑が掛からない範囲で大きな看
板を設置した。
・予約システムは令和6年4月1日を目途にオンラインに移行予定。積極的に広報し
ていく。
・リニューアルオープン時に準備が間に合わず喫茶コーナーの開店が遅れてし
まったが、オープン後は積極的に広報し、施設利用者以外の方にもご利用いただ
いている。

【企画事業】
・様々な切り口から男女共同参画を学び、推進につなげるた県民ニーズの把握に
努め、企画力の向上を図ります。
・センターの役割、事業を広く知っていただくため、SNSやHPを使った広報に一層
努めます。
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和５年度事業分）

８　評価結果

項目

運営業務

　設置及び管理条例、施設利用及び利
用料金に関する事務取扱要綱、業務計
画書に基づき、適正に業務を執行した。
　リニューアルオープン及び山梨県立国
際交流・多文化共生センターとの複合化
に伴う施設利用や予約について、利用
者に混乱が生じないよう、特に上半期は
利用者への広報やSNSによる周知に努
め、新規利用者の開拓にも努めた。
　企画事業については今年度から県の
担当者が常駐することにより連絡調整を
密に図りながら市町村男女共同参画推
進委員会や民間団体等と連携して、事
業計画に基づき県の第5次男女共同参
画計画の重点施策に係る事業を積極的
に実施し、地域の男女共同参画の推進
に努めた。
　また国際交流・多文化共生センターと
はフェスティバルで共催し、男女共同参
画及び多文化共生の視点で交流を深め
た。
　相談事業については新たに相談担当
リーダーを設置して関係各機関との連
携・交流を深めたほか、DV相談者が安
心・安全に支援を受けられるために、加
害者に対する危機管理・情報管理などが
適切に行えるよう、独自に作成したマ
ニュアルにより研修会を開催したほか、
相談員以外の職員もDVに関する基礎知
識等を学ぶ事業に参加した。

　令和５年度は、各種実施要綱の見直しを行
いながらも、適切な運営に務めていた。
　リニューアルオープンに向けたSNS等の広
報活動は行われていたものの、周知不足等
により4月の利用者数は前年度比で減少して
いた。周知広報についてはより効果的な方法
について検討すること。
　各種事業の実施においては、令和5年度よ
り常駐することとなった県の職員と共同しなが
ら、効果的な事業展開を行っていた。そのほ
か、講座や研修会では、集合開催だけでなく
オンライン配信を併用した実施により、より多く
の方に参加してもらう機会を提供した点や、
ぴゅあフェスティバルを国際交流・多文化共
生センターと共催した点など、より効果的、効
率的な事業実施の姿勢は評価できる。
　相談事業については、適切な対応に向けた
研修会を実施するなど、その取り組み姿勢に
ついては評価できるが、相談対応の状況につ
いて、利用者から施設所管課に意見が寄せ
られることもあったため、相談対応について
は、丁寧に対応されたい。

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価

維持管理
業　　　務

　指定管理者の施設の維持管理業務は
法令、業務計画に基づき適正な管理・運
営に努めた。
　山梨県立国際交流・多文化共生セン
ターとの複合施設として4月1日にリ
ニューアルオープンしたが、維持管理業
務の情報提供を密に行い、双方の円滑
な施設運営に努めた。
　利用者の安全・安心を適切に確保する
ため、「利用者の安全管理マニュアル」に
基づき職員研修や大規模災害を想定し
た防災訓練、消防訓練を実施するととも
に、避難誘導経路の確認と点検、利用者
への周知を行った。

　ぴゅあ総合については、令和5年度より、同
施設内に山梨県国際交流・多文化共生セン
ターが併設した。このことにより、施設維持管
理や、利用者対応、災害対応など、これまで
の運用を見直し調整する必要が出てきたが、
適切な運用に向け調整が行われたことは評
価される。
　ぴゅあ総合においては引き続き、施設の適
切な維持管理に向けて、国際交流・多文化共
生センターとともに運営されたい。
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利用状況

　前年度（令和4年度）は施設改修により
休館していたため単純な比較にはならな
いが、貸館及び企画事業の利用者数は
前年よりも412.9％の増加率となった（令
和3年度比較130％）。
　施設利用については新型コロナの感染
対策の緩和、リニューアルオープンによ
るWi-Fi　の完備などの利用しやすさを
PRして利用者の増加を図るとともに、企
画事業についてはできるかぎりオンライ
ン配信を行って多くの方に学習機会を提
供した。
　また、引き続きSNSを活用して想定する
参加者層に適切に広報を行い、事業参
加者は前年度よりも165.3％の増加となっ
た。

　新型コロナウイルス対策で、制限していた施
設内の各部屋の利用人数を緩和したことによ
り、利用者は同規模での施設運営をしていた
令和3年度と比較すると増加した。
　また、インターネット環境を整備したことによ
り、利用者の利便性が向上し、より多くの方に
利用されていた。
　しかし、交流室に設置している図書に対して
利用者から意見が寄せられることもあったた
め、利用者のニーズをとらえ、施設がより活用
されるような取り組みをされたい。

収支状況

　約一年間の改修工事による休館を経て
4月1日にリニューアルオープンした。この
ため利用料金収入については単純に比
較できないが対前年度比511％の増加と
なった。
　また、その他収入の大幅な増額は、国
際交流・多文化共生センターとの複合施
設化による維持管理費の負担金によるも
の。
　支出については収入と同様の理由によ
り全体的に増額となっているが、外部委
託費、光熱水費、消耗品費がそれぞれ
対前年度比285.6％、276.9％、218％に
増加している。
　負担金支出の大幅な減額は、参加費
負担金を預かり収入としていた「日本女
性会議」が実施されず、参加しなかった
ため。

　同規模での施設運営を行っていた令和3年
度と比較すると、利用料金収入については、
11％増加している。
　また、多額の負担金支出が発生しなかった
ため、収支差額は直近５年間で最小の黒字と
なっているが、負担金分を考慮してもなお、
大幅な黒字となっている。収入の多くは指定
管理料となっているため、収支差額の黒字分
を利用者サービスの向上に活用するなど工
夫をされたい。

自主事業

　例年、山梨県における男女共同参画
推進の拠点として、多くの県民が認知
し、親しみをもっていただくことを目的とし
て開催しているが、今年度は施設がリ
ニューアルオープンしたことからより広く
施設を周知するため、男女共同参画に
関する映画を上映したり、男性の家庭参
画促進のための料理教室を山梨県食肉
事業協同組合連合会との共催で開催し
たり、年齢や性別を問わず参加できる事
業を開催した。

　他の機関と連携し、男性の家庭参画促進の
ための取り組みを行った点については評価で
きる。
　今後の自主事業については、施設の利用
者獲得のためにも、県民のニーズを捉えなが
ら、積極的に実施されたい。

利用者
満足度

　施設設備及び企画事業において
100％近い利用者から施設設備に関して
「満足」「どちらかといえば満足」の評価を
いただいた。
　施設がリニューアルしたことによる高評
価も考えられるが、引き続き一層のサー
ビス向上を図り、利用者の声を大切にし
ながら今後も満足度の維持・向上に努め
る。
　事業については今後も社会情勢や
ニーズの的確な把握に努め、本県にお
ける男女共同参画の推進に資する魅力
的な事業を企画していく。

　利用者満足度は、非常に高い評価を得て
いる事から、引き続き現在の水準を維持でき
るよう、サービスの提供に努められたい。
　事業においても、利用者のニーズを捉えな
がら、より魅力的な展開に努められたい。
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９　施設所管課による定期評価結果

評価 改善内容

相談対応業
務（配偶者
暴力相談支
援センター）

（３館共通事業）
　DV被害者の相談窓口として、相談業
務を実施。R4年度相談受付件数332件
の10%増である365件を目標に設定。ぴゅ
あ総合のリニューアルオープンを踏ま
え、積極的な広報を行った結果、R5実績
は423件と目標を大きく上回る結果となっ
た。

　ＤＶ相談が必要な人に相談窓口の存在が
認知されるよう、引き続き様々な媒体を活用し
て周知を図る。

施設の利用
促進業務

（３館共通事業）
　センター利用者は高齢層が多いため、
若い世代の施設の利用促進を図る目的
で、ツイッター・インスタグラムによる広報
活動を実施。
　R4年度のフォロワー増加数実績285人
の10%増である314人増を目標に設定。
積極的な広報を行った結果、R5フォロ
ワー増加数は318人増となり、目標値を
上回る結果となった。

　広報内容については、講座情報にとどまら
ず、県内外の男女共同参画に関連する情報
や、各地域で活躍する方の情報などを発信
し、情報の有益性を図る。また、センターの利
用者数を増やすため、リニューアルオープン
や貸館に関する情報も積極的に発信する。

普及・啓発
（ぴゅあフェ
スティバル）

（３館共通事業）
　ぴゅあ総合と国際交流・多文化共生セ
ンターとの複合化や、感染症対策の緩和
を踏まえ、「ぴゅあフェスティバル」を男女
共同参画推進センターと国際交流・多文
化共生センターと合同で開催。フェスティ
バル参加団体の目標を同規模で行って
いたR3年度の参加団体の10%増に設
定。共同開催ということもあり、R5実績は
45団体と目標を大きく上回る結果となっ
た。

　共同開催は初の試みだったが、参加団体が
増加したことは成果としてあげられる。一方
で、講演の内容や、参加団体の成果発表の
方法などの課題も確認できたため、以降の開
催においては、これら課題にアプローチをし
てより効果的な運営ができるよう取り組まれた
い。

施策推進
業務の内容
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１０　管理体制（組織図）

令和５年４月１日現在

1 人

1 人

4 人

1 人

7 人

14 人

年度任用職員

推進幹 1

事務局長兼
総括責任者

1

（富士） （峡南） （総合）

リーダー 1 リーダー 1 リーダー 1 リーダー

2

事務局長兼総括責任者

推進幹

リーダー

一般職員

年度任用職員

合計

1

年度任用職員 1 年度任用職員 1 年度任用職員 3 一般職員 1
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